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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災

と
福
島
原
発
事
故
と
い
う
日

本
史
上
に
残
る
大
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。

被
災
者
の
皆
さ
ま
に
改
め

て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
防
災
へ
の
考
え
方
、

被
災
時
の
対
応
等
、
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
三
豊
市
で
も
今
後

一
層
、
自
主
防
災
組
織
の
強

化
、
公
的
支
援
の
あ
り
方
、

情
報
伝
達
の
仕
組
み
、
他
自

治
体
と
の
支
援
体
制
の
強
化

等
、
現
実
感
を
も
っ
て
整
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

円
高
・
デ
フ
レ
等
で
、
地

方
は
経
済
的
疲
弊
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高

齢
化
は
進
み
、
医
療
・
社
会

保
障
の
問
題
も
深
刻
化
し
て

お
り
ま
す
。

三
豊
市
は
合
併
特
例
が
効

い
て
い
る
と
は
い
え
、
一
定

財
政
状
況
は
良
好
で
す
が
、
政

府
の
借
金
は
1,
0
0
0
兆

円
と
い
う
天
文
学
的
数
字
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
初
め
頃
起
き
た
バ

ブ
ル
崩
壊
以
後
「
失
わ
れ
た

10
年
」
と
い
う
時
間
が
「
失

わ
れ
た
20
年
」
に
な
っ
て
、

未
だ
に
脱
出
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
一
層
深
刻
化
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
示
し
て

い
る
の
は
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
一

昔
前
に
流
行
り
ま
し
た
が
「
も

は
や
昭
和
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
は
、
新
し
い
国
際

環
境
、
新
し
い
人
口
構
成
、

新
し
い
技
術
の
中
の
平
成
時

代
に
い
る
の
に
、
今
な
お
大

勢
の
人
が
い
つ
ま
で
も
古
き

良
き
昭
和
に
す
が
り
つ
き
、

そ
こ
を
断
ち
切
れ
な
い
で
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
び
た
社
会
制
度
や
慣
例

や
法
律
、
そ
し
て
何
よ
り
も

考
え
方
や
価
値
観
に
凝
り
固

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
確
か
に
昭
和

は
い
い
時
代
で
し
た
が
、
も

う
有
り
余
る
お
金
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
若
者
た
ち
も
少
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
静
か
に
こ
の
ま
ま
行
け

れ
ば
と
て
も
い
い
の
で
す
が
、

こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
次
の
世

代
に
耐
え
難
い
状
況
を
先
送

り
す
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

今
こ
そ
三
豊
市
は
真
に
新

し
い
時
代
「
平
成
」
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
に
挑
戦
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
実
を
受
け
入
れ
て
、
ま

ず
考
え
方
や
価
値
観
を
平
成

新
時
代
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

換
え
ま
し
ょ
う
。

「
あ
れ
し
て
く
れ
な
い
」

「
こ
れ
し
て
く
れ
な
い
」
と
い

う
「
く
れ
な
い
族
」
と
い
う

の
が
あ
る
そ
う
で
す
。

平
成
新
時
代
は
「
く
れ
な

い
族
」 

と
は
決
別
し
「
あ
れ

を
し
よ
う
」「
こ
れ
を
し
よ
う
」

と
い
う
人
た
ち
が
中
心
に
な

り
ま
す
。

三
豊
市
平
成
新
時
代
は
、

市
民
自
身
が
つ
く
る
地
域
づ

く
り
で
す
。
こ
の
気
持
ち
が

あ
れ
ば
、
何
も
恐
れ
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
辰た
つ

年
で
す
。

次
世
代
を
想
い
、
次
世
代

の
た
め
に
次
世
代
に
つ
な
ぐ

社
会
づ
く
り
に
、
市
民
全
員

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
挑
戦
し

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

三
豊
市
長

　
　

横　

山　

忠　

始

市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
24
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
、
明
る
い
年
で
あ
り
、

ま
た
一
層
、
幸
多
き
年
に
な

る
こ
と
を
願
い
、
三
豊
市
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、
議

会
活
動
な
ら
び
に
市
政
全
般

に
対
し
、
温
か
い
ご
指
導
や

ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
国
内
外
に

お
い
て
、
多
難
な
年
で
あ
り

ま
し
た
。
3
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
は
、
高
さ
10
ｍ
を

超
え
る
大
津
波
が
東
日
本
沿

岸
に
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
死

者
・
行
方
不
明
者
は
お
よ
そ

2
万
人
と
な
り
、
戦
後
最
悪

の
自
然
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
今
後
も
被
災
地
へ
の
継

続
し
た
復
興
支
援
の
必
要
性

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
の

震
災
を
教
訓
に
、
こ
れ
か
ら

の
防
災
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

一
方
海
外
で
は
、
ギ
リ
シ

ャ
の
財
政
危
機
を
発
端
に
、

主
要
国
の
株
価
の
下
落
、
急

激
な
ユ
ー
ロ
安
が
進
む
な
ど
、

世
界
の
金
融
市
場
に
混
乱
を

き
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

日
本
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ

れ
、
我
が
国
の
財
政
再
建
お

よ
び
地
方
の
健
全
財
政
へ
の

改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
三
豊
市

に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
社

会
の
実
現
の
た
め
、
市
民
を

取
り
巻
く
多
く
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
議
会
は
、

二
元
代
表
制
の
も
と
、
市
長

と
と
も
に
、
互
い
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
付
託
に
応
え
る
責

務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
市
議
会
は
、
市
執

行
部
と
の
持
続
的
な
緊
張
を

保
持
す
る
た
め
、
議
員
個
々

の
研
さ
ん
と
資
質
の
向
上
を

目
指
し
、
議
会
改
革
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
築
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
本
年
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
一
年
が
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
実
り
多
き

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

三
豊
市
民
の
福
利
向
上
を
目
指
し
て

三
豊
市
議
会
議
長

　
　

近　

藤　

賢　

司

三
豊
市
議
会

議　

長
近　

藤　

賢　

司

副
議
長

小　

林　

照　

武

議　

員
多　

田　
　
　

治

坂　

口　

晃　

一

宝　

城　
　
　

明

横　

山　
　
　

強

為　

広　

員　

史

瀧　

本　

文　

子

三　

宅　

静　

雄

香　

川　
　
　

努

近　

藤　

久　

志

鴨　

田　
　
　

偕

大　

平　

俊　

和

三　

木　

秀　

樹

城　

中　

利　

文

山　

本　
　
　

明

金　

子　

辰　

男

岩　

田　

秀　

樹

詫　

間　

政　

司

川　

﨑　

秀　

男

藤　

田　

公　

正

前　

川　
　
　

勉

西　

山　

彰　

人

込　

山　

文　

𠮷

水　

本　

真
奈
美　

浜　

口　

恭　

行

も
は
や
昭
和
で
は
な
い

　
　
　

真
に
新
し
い
平
成
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う



2011年

三豊市の一年を
振り返って

東日本大震災の被災
地支援や合併 5周年

記念行事などが行わ
れた節目の年でした

。

さまざまな出来事
があった 2011 年

を

写真とともに振り返
ってみましょう。
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1
月

9
日　

消
防
団
出
初
式
。
団
員
な
ど
約
1,
0
0
0
人
が
参
加

し
て
操
法
や
一
斉
放
水
を
披
露

9
日　

成
人
式
。
7
4
8
人
の
新
成
人
誕
生

31
日　

第
1
回
生
ゴ
ミ
減
量
化
モ
ニ
タ
ー
2
3
0
人
が
取
り
組

み
終
了

2
月

14
日　

宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
で
三
豊
市
市
制
5
周
年
記
念
宗

吉
植
樹
祭
（
千
年
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
開
催
。
彼
岸

桜
や
し
だ
れ
桜
な
ど
を
38
本
植
樹

16
日　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
み
の
」
入
館
者
2
5
0
万
人
達
成

3
月

1
日　

議
会
第
1
回
定
例
会
で
市
長
が
所
信
表
明
お
よ
び
平
成

23
年
度
施
政
方
針
を
発
表

1
日　

香
川
県
知
事
と
三
豊
市
民
と
の
意
見
交
換
会
開
催

11
日　

東
日
本
大
震
災
発
生
。
津
波
注
意
報
発
令
に
よ
り
三
豊

市
災
害
対
策
本
部
を
設
置

12
日　

三
豊
市
観
光
コ
ー
ナ
ー
を
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
に
開
設

13
日
〜
9
月
30
日　

被
災
地
へ
の
義
援
金
募
金
箱
を
市
役
所
お

よ
び
各
支
所
へ
設
置

16
日　

県
立
高
瀬
の
ぞ
み
が
丘
中
学
校
閉
校
式
。
9
年
の
歴
史

に
幕

17
日　

三
豊
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
市
長
に
答
申
書
提
出

19
〜
31
日　

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
を
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

で
受
け
入
れ

25
日　

三
豊
市
保
育
所
運
営
計
画
を
策
定

27
日　

宗
吉
史
跡
ま
つ
り
で
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

備
中
神
楽
が
舞
う

29
日　

三
豊
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
が

教
育
委
員
会
に
答
申
書
提
出

31
日　

日
本
古
代
史
に
お
い
て
の
三
豊
の
役
割
を
記
し
た
「
古

代
の
三
豊
」
を
発
刊

31
日　

人
財
育
成
と
社
会
貢
献
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
三

豊
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定

4
月

1
日　

被
災
地
へ
の
市
職
員
等
の
派
遣
開
始

1
日　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
部
分
運
用
開
始

1
日　

三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

1
日　

高
瀬
町
緑
ケ
丘
総
合
運
動
公
園
を
三
豊
市
緑
ケ
丘
総
合

運
動
公
園
と
名
称
変
更

2
〜
3
日　

第
26
回
諶
之
丞
ま
つ
り

10
日　

香
川
県
議
会
議
員
選
挙
投
開
票

13
日　

知
名
度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
「
三
豊
ふ
る
さ

と
大
使
」
に
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
の
要
潤
さ
ん
（
三
野
町

出
身
）
が
就
任

20
日　

友
好
都
市
韓
国
陜
川
郡
か
ら
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援

金
届
く

24
日　

旧
豊
中
庁
舎
跡
地
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
落

成
記
念
と
し
て
「
織
田
朱
越
と
三
豊
」
記
念
講
演
会
を

開
催

▲宗吉史跡まつりで備中神楽が特別公演▲市民交流センター落成記念として開催された豊中町生まれ
の織田朱越の銅像などの作品展

▲県立高瀬のぞみが丘中学校で閉校式が行われ、9年の歴史
に幕を閉じる

▲

「三豊ふるさと大使」
第 1号に俳優・タレントの
要潤さんが就任

▲被災地への救援物資受け入れを手伝う市民ボランティアの皆さん。義援金は、一日も早い復興を願う市民の皆さまからの心
温まる善意により、総額で 39,036,789 円集まりました。ご協力ありがとうございました。

▲

宗吉史跡公園に
三野町の保育所や
小学校を卒業予定
の子どもたちが桜
を植樹

▲県下第 2位の団
員数を誇る三豊市
消防団の出初式。
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5
月

8
日　

三
豊
市
自
治
会
長
会

8
日　

さ
ぬ
き
映
画
祭
2
0
1
0
優
秀
企
画
作
品
「
ジ
ュ
リ
ー

の
海
＆
空
」「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
夏
休
み
」
の
市
内
ロ

ケ
始
ま
る

10
日　

市
営
住
宅
へ
の
被
災
者
受
け
入
れ
始
ま
る

18
日　

三
豊
市
立
学
校
再
編
整
備
基
本
方
針
を
策
定

18
〜
25
日　

市
民
対
話
集
会
を
市
内
7
カ
所
で
開
催

6
月

11
日　

香
川
用
水
水
口
祭

15
日　

市
中
小
企
業
振
興
協
議
会
と
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
三
豊
支

部
の
協
力
で
支
援
物
資
を
被
災
地
気
仙
沼
市
に
送
る

26
日　

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
で
ブ
ド
ウ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

26
日　

旧
山
本
庁
舎
を
改
修
し
て
三
豊
市
文
書
館
が
開
館

7
月

3
日　

中
四
国
・
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
が
新
居
浜

マ
リ
ー
ナ
で
開
催

16
〜
17
日　

第
10
回
空
射
矢
ま
つ
り

24
日　

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
移
行

26
日　

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
取
り
組
む
市
内
企
業
4
社
と

子
育
て
応
援
協
定
書
を
締
結

8
月

1
日　
「
太
平
洋
戦
争
と
三
豊
」
体
験
談
集
策
定
委
員
を
委
嘱
。

当
時
の
体
験
談
の
聞
き
取
り
が
始
ま
る

6
日　

第
24
回
仁
尾
竜
ま
つ
り

7
日　

特
産
品
の
三
豊
ナ
ス
と
手
作
り
み
そ
を
使
っ
た
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
開
催

10
日　

緊
急
速
報
シ
ス
テ
ム
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
導
入

13
日　

第
40
回
た
く
ま
港
ま
つ
り

24
〜
26
日　

中
四
国
・
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
協
賛

の
合
併
5
周
年
記
念
「
ふ
じ
丸
で
行
く
韓
国
・
釜
山
3

日
間
の
旅
」
に
2
5
0
人
参
加

9
月

5
日　

三
豊
市
立
学
校
再
編
整
備
保
護
者
説
明
会
が
大
浜
校
区

よ
り
順
次
開
催

11
日　

み
と
よ
エ
ン
タ
メ
バ
ラ
エ
テ
ィ
「
Ｍ
の
ツ
ボ
」
が
10
月

か
ら
放
送
開
始
。
タ
レ
ン
ト
の
松
村
邦
洋
さ
ん
が
市
内

で
取
材
を
始
め
る

15
日　

三
豊
市
の
新
し
い
ご
み
処
理
方
式
「
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
方
式
」
を
三
豊
市
議
会
ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別

委
員
会
に
提
案

23
〜
11
月
6
日　

友
好
都
市
韓
国
陜
川
郡
で
開
催
さ
れ
た

2
0
1
1
大
蔵
経
千
年
世
界
文
化
祝
典
で
う
ど
ん
交
流

10
月

1
日　

三
豊
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
格
運
営
開
始

　
　
　

三
豊
市
表
彰
条
例
に
よ
る
市
政
功
労
表
彰
式
典
で

2
0
4
人
を
表
彰

9
日　

第
7
回
と
よ
な
か
秋
の
ま
つ
り

16
日　

第
10
回
や
ま
も
と
爽
郷
祭
り

22
日　

第
1
回
三
豊
市
長
杯
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
開
催

23
日　

43
年
ぶ
り
に
志
々
島
の
だ
ん
じ
り
復
活

　
　
　

三
豊
市
の
平
成
22
年
10
月
1
日
現
在
の
人
口
が

6
8,
5
1
2
人
と
確
定
（
22
年
国
勢
調
査
）

29
日　

関
西
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
設
立
。
三
豊
市
出
身
者
や

市
と
縁
の
あ
る
2
0
2
人
が
登
録

30
日　

み
と
よ
マ
ル
シ
ェ
d
e
お
み
や
菓
子
が
開
催
。
人
気

投
票
で
「
米
ポ
ン
せ
ん
べ
い
」
が
1
位
に
決
ま
る

11
月

4
日　

地
域
医
療
あ
り
方
検
討
委
員
会
委
員
を
委
嘱
。
公
立
医

療
機
関
等
の
役
割
の
検
討
開
始

11
日　

三
豊
市
戦
没
者
追
悼
式

19
日　

三
豊
市
日
本
一
名
誉
賞
表
彰
式
。
三
豊
市
も
の
づ
く
り

大
賞
表
彰
式

22
日　

県
と
県
内
市
町
が
災
害
応
援
協
定
を
締
結

12
月

26
日　

市
内
小
・
中
・
高
の
代
表
が
集
ま
り
「
第
2
回
み
と
よ
・

ヤ
ン
グ
・
エ
コ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催

31
日　

塩
月
健
次
郎
先
生
が
55
年
間
支
え
た
粟
島
診
療
所
が
閉

院

▲三豊市立学校再編整備保護者説明会を順次開催 ▲三豊市制 5周年記念で市政功労者が表彰される▲関西・三豊市ふるさと会設立。会員など約 60人が出席

▲三豊のお土産菓子を紹介し、人気投票を行う
「みとよマルシェdeおみや菓子」開催

▲約半世紀ぶりに志々島のだんじりが復活
▲ 24 年 2 月まで放送される
「みとよエンタメバラエティ
Mのツボ」

▲「太平洋戦争と三豊」にかかわる
体験談などの聞き取り開始

▲ 24 年 1 月より全市でデジタル防
災行政無線の一斉放送が開始される

26
日

2
日
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〝
三
豊
市
定
住
対
策
事
業
〞

三
豊
市
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践

三
豊
市
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践

自
分
の
人
生
に
夢
を
描
き
、
目
標
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
、
そ
れ
を
実
践
す
る
ス
テ
ー
ジ

が
三
豊
市
で
す
。
今
月
号
は
、
す
で
に
そ
ん
な
人
生
ス
ト
ー
リ
ー
を
歩
み
始
め
、
三
豊
市
型

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。

高
瀬
町
上
麻
の
増
田
畜
産（
有
）

緑
ヶ
丘
牧
場
で
働
く
、
木
村
弥
幸

さ
ん
（
29
）
と
麻
美
さ
ん
（
28
）

ご
夫
婦
。
家
族
構
成
は
、
ご
夫
妻

と
3
歳
と
1
歳
の
お
子
さ
ん
の
4

人
家
族
で
す
。
牧
場
で
は
豚
の
管

理
を
任
さ
れ
て
お
り
、
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
赤
字
は
麻
美
さ
ん
の
お
話
で
す
）

三
豊
市
に
来
て
何
年
で
す
か
。

今
年
で
4
年
目
で
す
。

三
豊
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け

は
。牧

場
で
働
き
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
て
、
山
梨
県
の

前
職
場
で
種
豚
を
つ
く
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
種
豚
の
配
達
で

増
田
畜
産
に
は
よ
く
来
て
い
ま

し
た
。
社
長
と
知
り
合
っ
て
、

話
す
に
つ
れ
、
こ
こ
で
働
き
た

く
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
。

高
瀬
町
二
ノ
宮
地
区
で
す
。

こ
の
牧
場
か
ら
少
し
下
っ
た
集

落
で
、
一
軒
家
を
借
り
て
住
ん

で
い
ま
す
。

現
在
の
お
仕
事
の
内
容
は
。

簡
単
に
言
う
と
、
豚
肉
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
牧
場
の
す
べ
て
を
任
さ
れ
、

2,
2
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
し

て
い
ま
す
。

県
下
で
も
4
番
目
か
5
番
目
く

ら
い
の
規
模
だ
と
思
い
ま
す
。

三
豊
市
で
の
生
活
は
ど
う
で

す
か
。

大
型
ス
ー
パ
ー
が
出
来
て
か

ら
、
随
分
暮
ら
し
の
便
が
良
く

な
り
ま
し
た
。
衣
料
品
や
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
買
い
物

は
高
松
と
か
に
行
っ
て
い
た
の

が
、
地
元
で
済
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

  

子
育
て
支
援
の
充
実
を

三
豊
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

両
親
が
近
く
に
い
な
い
の
で
、

土
曜
、
日
曜
日
も
保
育
を
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
お
子
さ
ん
の
保
育
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
。昼

間
は
、
高
瀬
南
部
保
育
所

に
預
け
て
い
ま
す
。
仕
事
は
、

6
時
か
7
時
く
ら
い
ま
で
か
か

り
ま
す
の
で
、
5
時
半
か
6
時

頃
に
妻
が
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
何
か
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

皆
さ
ん
の
車
の
運
転
が
怖
い

で
す
ね
。
急
に
曲
が
っ
た
り
し

て
。
車
社
会
の
県
な
の
で
、
子

ど
も
が
学
校
に
通
い
始
め
た
ら

不
安
で
す
ね
。

子
育
て
の
こ
と
で
、
他
に
何

か
あ
り
ま
す
か
。

私
た
ち
の

よ
う
に
、

夫
婦
と
子

ど
も
だ
け

と
い
う
家

庭
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も

の
た
め
の
施
設
と
か
、
対
応
が

優
遇
さ
れ
て
い
れ
ば
来
や
す
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
乳

幼
児
の
時
か
ら
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
助

か
り
ま
す
。

働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き
る

環
境
が
大
事
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

子
育
て
支
援
と
し
て
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
料
金

を
安
く
す
る
な
ど
、
利
用
し
や

す
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
土
・
日
保
育
が
あ
れ
ば
、

そ
ち
ら
に
預
け
る
こ
と
も
可
能

な
の
で
す
が
。

学
校
関
係
で
何
か
あ
れ
ば
。

地
元
の
小
学
校
は
生
徒
数
が

少
な
そ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
今
、
学
校
の
統

廃
合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
も
し
家
か
ら
離
れ
た

学
校
に
通
う
よ
う
に
な
れ
ば
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
送
迎
は
し

て
ほ
し
い
。
仕
事
も
あ
る
し
、

ふ
た
り
し
か
い
な
い
の
で
。

  

女
性
の
立
場
か
ら

三
豊
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で

す
か
。

正
直
引
っ

正
直
引
っ

越
し
て
き

越
し
て
き

た
時
は
、

た
時
は
、

不
安
だ
ら

不
安
だ
ら

け
で
し
た
。

け
で
し
た
。

方
言
も
分
か
ら
な
い
し
。

方
言
も
分
か
ら
な
い
し
。
1
年

目
は
、
本
当
に
ど
う
し
て
い
い

目
は
、
本
当
に
ど
う
し
て
い
い

の
か
、
ど
こ
に
買
い
物
に
行
け

の
か
、
ど
こ
に
買
い
物
に
行
け

ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
本

ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、
本

当
に
困
り
ま
し
た
。

当
に
困
り
ま
し
た
。

田
舎
に
は
古
く
か
ら
の
習
慣

な
ど
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ど
う
で
す
か
。

気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
都
会
の
よ
う
に
隣
に
誰
が

が
、
都
会
の
よ
う
に
隣
に
誰
が

住
ん
で
い
る
の
か
も
分
か
ら
な

住
ん
で
い
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
社
会
は
、
ど
う
な
の
か
な
っ

い
社
会
は
、
ど
う
な
の
か
な
っ

て
思
い
ま
す
。
田
舎
の
隣
ど
う

て
思
い
ま
す
。
田
舎
の
隣
ど
う

し
の
つ
き
あ
い
、
近
所
の
つ
き

し
の
つ
き
あ
い
、
近
所
の
つ
き

あ
い
っ
て
す
ご
く
い
い
で
す
よ
。

あ
い
っ
て
す
ご
く
い
い
で
す
よ
。

奥
様
が
こ
こ
で
一
緒
に
働
き

始
め
た
の
は
、
い
つ
ご
ろ
で

す
か
。

こ
こ
に
来
た
と
き
は
、
上
の

こ
こ
に
来
た
と
き
は
、
上
の

子
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
家

子
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
家

で
い
ま
し
た
。
初
め
て
働
い
た

で
い
ま
し
た
。
初
め
て
働
い
た

の
は
、

の
は
、
2
年
半
く
ら
い
前
か
ら

年
半
く
ら
い
前
か
ら

で
す
。

で
す
。

ご
主
人
は
畜
産
や
農
業
に
夢

を
お
持
ち
で
す
が
、
奥
様
も

同
様
の
価
値
観
で
将
来
を
見

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

畜
産
や
農
業
で
や
っ
て
い
こ

畜
産
や
農
業
で
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
、
根
本
的
な
部
分
は

う
と
い
う
、
根
本
的
な
部
分
は

同
じ
で
す
。

同
じ
で
す
。

  

将
来
へ
の
夢

将
来
の
夢
や
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
か
。

自
分
の
牧
場
を
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
畑

を
借
り
て
農
業
も
や
っ
て
み
た

い
。
幅
広
く
米
を
作
っ
た
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
っ
た
り
。

そ
れ
を
三
豊
市
で
や
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
つ
な
が
り
も
出
来

て
い
る
の
で
、
今
は
香
川
県
で

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

場
所
が
あ
れ
ば
、
三
豊
市
で
も

考
え
て
み
た
い
で
す
。

こ
の
農
場
を
任
さ
れ
て
、
二

人
で
協
力
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

仕
事
に
何
か
こ
だ
わ
り
は
あ

り
ま
す
か
。

お
い
し
い
肉
を
つ
く
る
と
い

若
い
ふ
た
り
が
三
豊
で
暮
ら
す
と
決

め
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
二
人
の「
三

豊
っ
子
」
も
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

お
二
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
な

ん
だ
か
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

う
こ
と
で
す
。
こ
こ
の
親
豚
は

全
部
血
統
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
生
ま
れ
た
子
豚
に
、
パ
ン

く
ず
と
か
麦
を
主
体
に
し
た
餌

を
与
え
て
、
肉
質
や
脂
の
質
を

良
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
に
何
か
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
。

使
っ
て
い
な
い
農
地
が
あ
っ

ち
こ
っ
ち
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
も
や
り
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
農
業
自
体
が
厳

し
い
時
代
で
も
、
夢
は
描
け

ま
す
か
。

農
業
は
「
食
」
な
の
で
、
無

く
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
や
っ
て
い
る
限
り
は
安

心
。
た
と
え
収
入
が
無
く
な
っ

て
も
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
を

食
べ
れ
ば
生
き
て
い
け
る
し
。

そ
う
い
っ
た
面
で
、
空
い
て
い

る
農
地
を
市
が
借
り
上
げ
て
、

市
か
ら
そ
の
農
地
を
借
り
ら
れ

れ
ば
、
安
心
し
て
使
え
る
の
に

と
思
い
ま
す
。

両
親
が
真
剣
に
働
い
て
い
る

姿
や
汗
を
か
い
て
働
く
こ
と

を
子
ど
も
に
見
せ
る
こ
と
は

大
事
で
す
ね
。

自
分
も
食
べ
物
を
作
っ
て
い

ま
す
。
春
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

植
え
ま
し
た
。
土
仕
事
を
し
て

苦
労
し
て
食
べ
る
、
そ
れ
を
一

緒
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
も
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
意
味
、

ま
た
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

三
豊
市
に
住
ん
で
み
て

▼
問
い
合
わ
せ　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室　

☎
73
・
3
0
2
8
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平
成
２３
年
第
3
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会

　

平
成
23
年
第
３
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会
が
、
11
月
28
日
に
開
催

さ
れ
、
香
川
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
く
「
三
豊
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
の
１
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
は
、
三
豊
市
職
員
（
若

年
層
お
よ
び
医
師
を
除
く
）
給
与
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
１
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

①
三
豊
市
職
員
の
平
均
年
間
給
与

　

0
・
2
7
％
引
き
下
げ
。

　

②
三
豊
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

は
9
5
・
6
と
な
っ
て
お
り
、
４

　

月
に
遡
る
こ
と
な
く
12
月
か
ら
の

　

実
施
と
な
り
ま
す
。

　

③
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、
改
定
が

　

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、

地
方
公
務
員
と
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
、
国
家
公

務
員
の
職
員
構
成
を
基
準
と
し
て
、
職
種
ご
と
に
学
歴

別
、
経
験
年
数
別
に
平
均
給
与
月
額
を
比
較
し
、
国
家

公
務
員
の
給
与
を
100
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給

与
水
準
を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

議

会

日

誌

12
月

21
日

22
日

24
日

28
日

29
日

6
日

7
日

8
日

9
日

12
日

13
日

14
日

1
日

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

ご
み
処
理
問
題
調
査

特
別
委
員
会
視
察
研
修

臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

民
生
常
任
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

定
例
会

定
例
会
（
一
般
質
問
）

定
例
会
（
一
般
質
問
）

定
例
会
（
一
般
質
問
）

議
会
広
報
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

10
月

11
月

27
日

31
日

11
日

12
日

15
日

16
日

18
日

7
日

民
生
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会

市
町
総
合
事
務
組
合
議
会

議
会
広
報
委
員
会
視
察
研
修

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

全
国
競
艇
主
催
地
議
会
協
議
会

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

視
察
研
修

総
務
教
育
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

地
方
行
財
政
講
演
会

10
日

9
日～

17
日

16
日～

25
日

24
日～

市
議
会
だ
よ
り平成23年第3回三豊市議会臨時会審議結果

原案可決（全会一致）職員の給与に関する条例等の一部改正議　　案
第112号

結
婚
推
進
活
動
事
業
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

著
し
い
人
口
減
少
の
危
機
感
に
よ
り
、

平
成
17
年
か
ら
結
婚
推
進
事
業
と
し
て
、

「
縁
結
び
推
進
委
員
会
」・「
縁
結
び
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
設
け
、
企
業
と
も
連
携
し
、
出
会

い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
平

成
21
年
に
「
縁
結
び
名
簿
」
を
作
成
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
で
活
用
が
不
十
分
だ
。
結

婚
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
で
、
こ
の
事

業
の
今
後
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
は
、

　
　
　
　
　
　
　
あ　

ま
ち
ょ
う

研
修
先　

島
根
県
海
士
町（
隠
岐
諸
島
）

市
が
林
業
・
木
材
産
業
の
集
散
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
軸
と
し

て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
基
盤

が
整
っ
た
た
め
、
持
続
的
に
成
長
し
続
け

る
地
域
産
業
の
創
造
が
今
後
の
テ
ー
マ
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
活
用
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、

世
界
一
に
な
っ
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
メ
ン
バ
ー
を
輩
出
し
た
「
岡
山
湯
郷
ベ

ル
」は
、
市
が
県
か
ら
指
定
管
理
委
託
を
受

け
て
い
る
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

場
を
ホ
ー
ム
と
し
て
い
る
。
官
民
一
体
の

支
援
を
後
ろ
盾
に
、
選
手
の
雇
用
な
ど
を

地
元
事
業
者
が
支
え
て
お
り
、
地
域
一
体

で
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
の
ま
ち
」
の
復

活
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

「
職
員
が
変
わ
れ
ば
役
場
が
変
わ
り
、

役
場
が
変
わ
れ
ば
住
民
も
変
わ
り
、
住
民

が
変
わ
れ
ば
地
域
（
島
）
が
変
わ
る
。
そ

れ
が
地
域
再
生
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
」。
こ
の
考
え
方
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
だ
。
住
民
と
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
島
の
生
き
残
り
を
か
け
た
「
自
立

促
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革

と
新
産
業
創
出
の
両
面
作
戦
を
と
る
と
と

も
に
、「
離
島
」
の
魅
力
を
発
信
し
、
200
人

も
の
定
住
人
口
増
を
実
現
し
て
い
る
。

議
会
広
報
紙
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

紀
の
川
市
は
、
人
口
約
６
万
７
千
人
、

面
積
228
㎢
で
、
平
成
17
年
に
近
隣
５
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
あ
る
。
視
察
に

は
、
議
会
広
報
委
員
全
員
（
８
人
）
の
対

応
を
基
本
と
し
、
議
長
参
加
の
も
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

単
独
発
行
か
合
冊
発
行
か
に
つ
い
て
は
、

「
歴
史
散
歩
の
連
載
」
な
ど
記
事
の
内
容

を
工
夫
し
、
議
会
独
自
の
立
場
か
ら
単
独

発
行
で
も
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

年
６
回
発
行
し
、
全
議
員
が
議
会
広
報

委
員
を
経
験
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
議

会
広
報
委
員
会
も
、
他
の
委
員
会
に
比
し

て
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

議
会
改
革
に
お
け
る

　
　

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

■
研
修
概
要

　

熊
取
町
は
、
人
口
約
４
万
４
千
人
、
面

11
月
9
日
〜
10
日

議
会
広
報
委
員
会
研
修

10
月
19
日
〜
21
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会
研
修

　
　
　
　
　
　
　
ま
に
わ
し

研
修
先　

岡
山
県
真
庭
市

　
　
　
　
　
　
　
み
ま
さ
か
し

研
修
先　

岡
山
県
美
作
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

の
か
わ
し

研
修
先　

和
歌
山
県
紀
の
川
市

　
　
　
　
　
　
　
く
ま
と
り
ち
ょ
う

研
修
先　

大
阪
府
熊
取
町

▲海士町にて

▲紀の川市にて

特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

視 察

報 告

研 修



市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
研
修

委
員
会
研
修
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ご
み
処
理
業
務
の
民
間
委
託
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
日
本
一
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

志
布
志
市
は
、
も
と
も
と
ご
み
焼
却
施

設
が
な
い
た
め
、
全
て
の
ご
み
を
埋
め
立

て
処
分
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
終
処
分

場
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
埋
め
立

て
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
平
成
12

年
度
か
ら
本
格
的
に
ご
み
の
分
別
収
集
を

行
い
、
そ
の
資
源
化
に
取
り
組
み
始
め
た
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
生
ご
み
の
分
別
収

集
・
堆
肥
化
を
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
家

庭
小
型
家
電
を
分
別
収
集
に
加
え
る
な
ど
、

現
在
で
は
、
29
品
目
を
分
別
し
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
成
果
に
よ
り
、
環
境
省
が
例

年
実
施
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査

で
は
、
平
成
21
年
度
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
7
5
・
4
％
と
、
全
国
の
市
で
５
年

連
続
日
本
一
と
な
っ
た
。

　

収
集
し
た
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

民
設
民
営
の
「
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
」
が
担
っ
て
お
り
、
近
隣
市
町
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
資
源
ご
み
の
収
集
と
中

間
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、
循
環
型

社
会
の
構
築
の
意
味
も
あ
り
、
処
理
さ
れ

た
堆
肥
は
、
各
学
校
や
公
民
館
な
ど
へ
の

無
料
配
布
の
ほ
か
、
市
販
も
さ
れ
て
お
り
、

幅
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

行
政
・
市
民
・
民
間
が
ま
さ
に
一
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
ご
み
の
分
別
収
集
は
、

市
民
の
一
斉
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
に
ま
で
結
び
つ
き
、「
志
布
志
モ

デ
ル
」
と
し
て
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し　

ぶ　

し　

し

研
修
先　

鹿
児
島
県
志
布
志
市

▲そおリサイクルセンターにて

積
17
㎢
、
関
西
国
際
空
港
に
隣
接
し
て
い

る
農
業
・
繊
維
と
4
つ
の
大
学
を
有
す
る

ま
ち
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
３
月
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
。「
議
会
だ
よ
り
」
を
単
独
で
発
行
し
、

「
議
会
報
告
会
」
も
３
〜
５
自
治
会
ご
と

に
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
議

録
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
会
議
録

ま
で
行
っ
て
い
る
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
多
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
で
対
応
す
る
な

ど
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
、
議
会

広
報
委
員
全
員
で
役
割
分
担
を
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
、
声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

議
会
広
報
委
員
会
は
、
広
報
紙
を
発
行

す
る
こ
と
が
仕
事
で
あ
る
が
、
議
会
改
革

や
議
会
報
告
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の

柱
に
な
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
研
修

で
あ
っ
た
。

議
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

亀
岡
市
議
会
で
は
、「
議
会
運
営
の
取
り

組
み
と
し
て
の
事
務
事
業
評
価
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
つ
る
が　

し

研
修
先　

福
井
県
敦
賀
市

て
視
察
し
た
。

　

決
算
審
査
を
行
い
、
財
務
事
務
事
業
成

果
を
判
断
し
、
本
年
度
予
算
執
行
や
来
年

度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
く
目
的

で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
活

性
化
推
進
委
員
会
で
検
討
し
、
分
科
会
で

対
象
事
業
を
選
定
、
評
価
意
見
を
ま
と
め

全
体
会
に
提
言
、改
善
報
告
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し
て
各
項

目
を
増
加
し
、
意
思
形
成
を
図
り
質
疑
応

答
や
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

「
決
算
に
関
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、
決

算
認
定
に
当
た
っ
て
は
附
帯
決
議
を
提
出

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
委
員
会
に
お
い
て
も
財
務
事
務
の
適

正
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
各

事
業
の
成
果
を
判
断
し
、
本
年
度
の
予
算

執
行
や
来
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
、
事
務
事
業
評
価
の
在
り
方
を
再

検
討
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
。

議
会
基
本
条
例
お
よ
び
議
会
の
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

■
研
修
概
要　

　

地
域
の
こ
と
は
地
域
が
決
め
る
と
い
う
、

よ
り
一
層
の
地
方
分
権
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
て
い
る
な
か
、
敦
賀
市
に
お
い
て
も
、

「
市
民
の
期
待
に
応
え
る
議
会
」、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
今
ま
で

の
議
会
改
革
の
集
大
成
と
し
て
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
た
。
制
定
方
法
と
し
て
は
、

議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
を
し
た
。

　

敦
賀
市
議
会
基
本
条
例
の
特
長
と
し
て

は
、会
議
の
原
則
公
開
、
ま
た
議
会
審
議
の

充
実
と
し
て
政
策
討
論
会
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
議
会
の
活
性
化
と
し
て
議
会
報
告

会
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
議
会
視
聴
の
推
進
や

議
会
視
聴
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
映
像
配
信
を
導
入
し
て
い
る
。

　

陜
川
郡
議
会
か
ら
三
豊
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
議
員
に
対
し
て
、「
２
０
１
１
大
蔵

経
千
年
世
界
文
化
祝
典
」、「
大
耶
文
化
祭
」

へ
の
招
待
が
あ
り
、
10
月
9
日
議
会
議
員

一
行
が
公
式
に
陜
川
郡
を
訪
問
し
た
。
議

員
一
行
は
、祝
典
な
ど
へ
の
出
席
の
ほ
か
、

郡
庁
舎
な
ど
郡
内
の
主
た
る
施
設
の
視
察

も
行
い
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。

＊
陜
川
郡
と
は
、
平
成
19
年
7
月
に
友

好
都
市
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
昨
年
11
月
に
は
、
陜

川
郡
議
会
の
議
員
団
が
本
市
を
公
式
に

訪
れ
て
い
る
。

11
月
16
日
〜
17
日

議
会・行
財
政
改
革
調
査
特
別

委
員
会
研
修

11
月
24
日
〜
25
日

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別

委
員
会
研
修

　
　
　
　
　
　
　
か
め
お
か
し

研
修
先　

京
都
府
亀
岡
市

▲敦賀市にて

▲陜川郡議会にて

委員会の レ レア コ

　議案などは最終的には本会議で決定されます。しか
し、市議会で取り扱う問題は数も多く、内容も幅広い
分野にわたっています。
　そこで、これをいくつかの部門に分けて専門的、能
率的に審査・調査するため、本会議のほかに委員会が
設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会
運営委員会と必要に応じて設置される特別委員会があ
ります。 

 
　現在、三豊市議会には次の３つの常任委員会があり
ます。
　●　総務教育常任委員会
　●　建設経済常任委員会
　●　民生常任委員会
　議員は少なくとも１つの常任委員会に所属しなけれ
ばなりません。
　委員の任期は１年です。

　議会の運営を円滑に行うために、会期の設定や議
案・請願などの取り扱いなど、議会運営に関する事項
について審査・調査する委員会です。
　委員の任期は１年です。

 
　本会議の議決によって必要に応じて設置される委員
会で、その委員会を設置した目的が達成されると委員
会の任務は終了します。
　現在、三豊市議会には次の４つの特別委員会があり
ます。
　●　議会・行財政改革調査特別委員会
　●　まちづくり調査特別委員会
　●　ごみ処理問題調査特別委員会
　●　議会広報委員会
　これらに加え、毎年９月に決算特別委員会が設置さ
れます。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

韓
国
陜
川
郡
公
式
訪
問

は
ぷ
ち
ょ
ん

２
０
１
１
大
蔵
経
千
年
世
界
文
化
祝
典

大
耶
文
化
祭
へ
の
参
加

だ
い
ぞ
う
き
ょ
う

で　

や

三豊市議会・議会広報委員会●三豊市議会だよりの発行・編集は 〒767－8585　三豊市高瀬町下勝間2373番地　☎73－3009
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一
般

○
農
業
・
商
業
・
工
業
・
漁
業
な
ど
事
業
を

　

営
ん
で
い
る
人

○
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
人
（
法

改
正
に
よ
り
申
告
不
要
と
な
る
場
合
あ

り
。
詳
細
は
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
地
代
や
家
賃
収
入
・
不
動
産
や
株
式
売
却

　

な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

○
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期
・
解
約
等

　

で
一
時
金
を
受
け
取
っ
た
人

○
平
成
23
年
中
に
家
屋
を
住
宅
借
入
金
等
で

新
築
・
購
入
・
増
改
築
等
を
し
て
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
な
ど

給
与
所
得
者

　

給
与
所
得
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
年
末
調
整

で
所
得
税
の
精
算
を
し
て
い
る
の
で
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
給
与
の
収
入
金
額
が
2
0
0
0
万
円
を
超

　

え
る
場
合

○
給
与
を
1
カ
所
か
ら
受
け
て
お
り
、
そ
れ

　

以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合

○
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
お
り
、

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
と
そ
れ
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

　

次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告

に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財

　

な
ど
の
資
産
に
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
雑

　

損
控
除
を
受
け
る
場
合

○
病
気
や
け
が
等
で
支
払
っ
た
多
額
の
医
療

　

費
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

○
平
成
22
年
以
前
に
、
家
屋
を
住
宅
借
入
金

等
で
新
築
・
購
入
・
増
改
築
等
を
し
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合

（
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
）

○
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
特
定
団
体
へ
寄
付

　

を
し
て
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
場
合

○
退
職
し
て
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
場
合

  所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の

○
給
与
・
退
職
所
得
や
公
的
年
金
等
の
源
泉

　

徴
収
票
・
報
酬
等
の
支
払
調
書
（
原
本
）

○
収
支
内
訳
書

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）
の

あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。

○
配
当
証
明
書
・
個
人
年
金
の
支
払
調
書
・

保
険
満
期
等
の
一
時
金
の
支
払
調
書
・
不

動
産
の
譲
り
受
け
の
対
価
の
支
払
調
書
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
対
応
し
た
証
明

書
類
が
必
要
で
す
。

所
得
控
除
金
額
な
ど
が
わ
か
る
も
の

○
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
個
人
年
金

　

保
険
料
証
明
書
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書

○
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
証
明
書

税
務
署
で
申
告
さ
れ
る
人
は
支
払
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
お
よ

び
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
市
の

申
告
相
談
へ
来
ら
れ
る
場
合
は
不
要
）。

○
医
療
費
の
領
収
書

医
療
費
の
合
計
額
か
ら
、
保
険
会
社
等
か

ら
の
補
填
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
関
係
書
類

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
申
請
さ
れ
る

場
合
に
は
、
関
係
書
類
（
売
買
契
約
書
・

登
記
事
項
証
明
書
・
年
末
残
高
証
明
書
・

住
民
票
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
等

障
害
者
控
除
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
申
告

の
際
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
手
帳
の

提
示
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
要
介
護
4
・

5
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保

険
課
お
よ
び
各
支
所
で
発
行
さ
れ
る
「
認

定
証
明
書
」
を
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
・
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
が

分
か
る
も
の
（
所
得
税
を
納
め
る
人
は
通

帳
の
届
出
印
鑑
も
必
要
）

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
原
則

と
し
て
申
告
に
来
ら
れ
た
人
の
み
の
相
談

と
な
り
ま
す
が
、
ご
家
族
の
代
理
申
告
を

す
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
申
告
に
必
要
な

資
料
（
源
泉
徴
収
票
等
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

平
成
23
年
分
所
得
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

2
月
15
日
（
水
）
か
ら
3
月
15
日
（
木
）
ま
で
、
市
役
所
お
よ
び
各
支
所
で
平
成
23
年
分

所
得
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
、
書
類
作
成
等
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
な
い
人
に
つ
い
て
も
申
告
を
行
わ
な
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
申
請

の
際
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
申
告
日
程
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
と
よ
2
月
号

と
一
緒
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
73
・
3
0
0
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

観
音
寺
税
務
署　

☎
25
・
2
1
9
1

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
で
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
人
は
、
1
月
4
日
（
水
）
か
ら
観
音
寺

税
務
署
で
確
定
申
告
の
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
で
は
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
電
子
申
告
（
e
―

T
a
x
）

を
行
な
っ
て
お
り
、
還
付
手
続
き
が
3
週

間
程
度
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
以
前
、
税
務

署
で
電
子
申
告
さ
れ
た
人
は
「
重
要
書
類

在
中
」
と
記
載
さ
れ
た
封
筒
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
通
帳

や
帳
簿
、
出
荷
先
（
農
協
・
市
場
等
）
で

調
べ
た
農
産
物
ご
と
の
収
入
金
額
、
科
目

ご
と
の
経
費
金
額
に
よ
り
「
収
支
内
訳

書
」
を
作
成
し
、
申
告
相
談
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
中
に
農
業
用
機
械

を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書
等
も

併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

新成人の皆さんおめでとうございます

2020歳から国民年金歳から国民年金2020歳から国民年金歳から国民年金20歳から国民年金
　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障がいが残ったときや、一家の働き手が
亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届け出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありますので「あの時
に・・」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。（20歳前に就職し厚生年金等に加入している人は、
加入手続きは不要です。）
　なお、学生や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場合は「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など
保険料の支払いを猶予する制度がありますので、市民課または各支所で国民年金の加入手続きと併せて申請
してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金に加入すると、基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の
納付状況などがこの番号で管理されます。
　年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

　全国社会保険労務士会連合会「街角の年金相談セン
ター高松（オフィス）」では、年金相談所を開設しま
す。相談料は無料で手続きもできます。
　　　　1月26日（木）市役所西館 第3会議室
　　　　午前10時～午後3時
　　　　社会保険労務士
　　　　年金手帳・年金証書・振込通知書などのほか
　　　　本人確認ができるもの
　　　　代理人の場合は委任状と本人確認ができるもの
　　　※電話での年金相談は受け付けていません。

　香川県国民年金基金では、国民年金全般につい
ての年金相談所を開設します。

　　　　1月30日（月）市役所3階301会議室
　　　　1月31日（火）詫間福祉センター1階
　　　　　　　　　　　第1会議室

　　　　午前10時～午後4時

　　　　香川県国民年金基金職員

問い合わせ　
街角の年金相談センター高松オフィス　☎087－811－6020

▼ 問い合わせ　
香川県国民年金基金　　　0120－65－4192

▼

問い合わせ　市民課　☎73－3005　善通寺年金事務所　☎0877－62－1660▼

■年金手帳は大切に保管しましょう

■国民年金の給付は3種類の基礎年金があります

老齢基礎年金
65歳から生涯受けられます

障害基礎年金
病気やケガで障がいの状態
になった人が受けられます

遺族基礎年金
夫が亡くなったときに子のあ
る妻または子が受けられます

被保険者の種類 第１号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者
20歳以上60歳未満の
自営業の人、農林漁業
の人、学生など

第2号被保険者に扶養されて
いる配偶者

国民年金保険料
【定額】15,020円
（平成23年度）

厚生年金保険料率　16.412%
（平成23年9月現在）
労使折半で保険料負担

被保険者本人は保険料負担を
要しない。配偶者の加入して
いる年金の保険者が負担

基礎年金の国庫負担割合については、平成21年４月1日より、それまでの1／3から
1／2へ引上げられました

会社員、公務員など対　　　象

保　険　料

国 庫 負 担

年金相談を開設します 国民年金基金相談を開設します

相談日
時　間

相談員
持参物

相談日

時　間

相談員

一
般

○
農
業
・
商
業
・
工
業
・
漁
業
な
ど
事
業

と
一
緒
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い

確
定
申
告
が
必
要
な
人

定
次
の。超れ

を
し
て
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
場
合

○
退
職
し
て
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
場
合

  

所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の

○
給
与
・
退
職
所
得
や
公
的
年
金
等
の
源
泉

○
身障提険定

申
告
に
必
要
な
も
の

法あ

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
と
そ
れ
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告

に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

所
得

○
生保

○
高税が

業
を

年外確
定
申
告
に
よ
り

税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人



デイリー版ほっとニュースは市ホームページで

練習の成果を披露

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

土地家屋調査士の仕事を体験

大坊市にぎわう

ライオンズクラブがもちつき奉仕 洞爺湖町の小学生が三豊を体験

少年少女発明クラブの作品が全国へ

おさかな市が大にぎわい

トップアスリートの走りにびっくり

県内初！アナウンサー朗読会来年の収穫が楽しみ

全国中学校駅伝大会へ出場
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/
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/
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/
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/
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/
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11 /
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三豊市文化協会の文化祭芸能発表会が行われ、市内各地から
約 60組の会員が参加しました。大正琴や民謡、舞踊やカラオ
ケなど、日ごろの練習の成果を披露し、会員の熱の入った演技
には、会場から大きな拍手がおくられました。

平
成
23
年
度
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
家
浦
二
頭
獅
子

舞
保
存
会
会
長
の
岡
田
旭
倫
さ
ん
（
仁
尾

町
）
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

財田中小学校で土地家屋調査士の仕事を知ってもらい、興
味を持ってもらうことを目的とした測量体験が行われました。
生徒たちは、運動場に書かれた図形の面積を計測したり、起
点から指示された場所を探したりする測量を体験しました。

本門寺周辺で恒例の大坊市が
行われました。江戸時代から続
く大坊市は別名「くいもん市｣
と呼ばれ、参道の両側に屋台が
並び多くの人でにぎわいました。

三豊ライオンズクラブの皆さんによるボランティアのもち
つき大会が、市内 9カ所の保育所で行われました。この日は、
地元民生委員児童委員や主任児童委員、保護者にも手伝っても
らい、一足早くお正月気分を味わいました。

友好都市の北海道洞爺湖町から、児童間交流として、とう
や小学校の児童など 12人が三豊市を訪れ、工芸品の岡本焼
きやみかん狩りなどを体験しました。また、歓迎式では、と
うや小学校の児童がそばをうって参加者に振る舞いました。

第 67回香川の発明くふう展で入賞した少年少女発明クラ
ブの子どもたちが、市長を表敬訪問しました。（敬称略）
藤浦　雪菜（小６）　藤田　結威（小２）　横田　智美（小４）
筒井　唯那（小３）　岩倉紳之介（小５）

「観音寺・三豊おさかな市 2011」が行わ
れ、とれたての魚や海産物、加工品などを販売。
地元の〝うまいもん〟を求めて多くの人でに
ぎわいました。

日本陸上界のトップアスリート 7人が「キッズアスリート・
プロジェクト夢の陸上キャラバン隊」として、麻小学校を訪
れました。市内 8校の小学生約 760人が参加し、アスリート
たちのすばらしい走りや跳躍に驚いていました。

現役アナウンサーが勝間小学校を訪問して『出前！ＯＨＫ
アナウンサー朗読会』を開催しました。言葉で伝えることの
喜び、話をすることを通してコミュニケーションの大切さを
児童たちに伝えました。

大見小学校の児童が、地元生産者などと一緒に、タマネギ
の苗の植え付けを体験しました。植え付け体験は、子どもた
ちに農業に関心を持ってもらおうと今年初めて実施。生産者
に教えてもらいながら一株ずつ丁寧に植え付けました。

和光中学校駅伝部が県中学校駅伝競走大会でみごと優勝し、全国大会出場報告のため市長
を表敬訪問しました。和光中学校はバスケットボール部や野球部員を中心に駅伝部を編成、
並み居る強豪を抑え全国大会出場を決めました。（敬称略）
多喜端 夕貴（3年）　船木 光善（3年）　田中 光明（3年）　山岡 勇亮（2年）
近井 俊輔（3年）　谷 将太朗（3年）　細川 卓哉（3年）　末武 弘行（3年）　森 直樹（3年）

/
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/
22～25
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/
4

12

/
17

11



たくまシーマックスたくまシーマックスたくまシーマックス

詫間
庁舎

マリン
ウェーブ

民俗資料館
至JR詫間駅

の
場
所
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い

駐車場案内図

4災害に備えて
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平
成
24
年 

三
豊
市
成
人
式

1
月
8
日
（
日
）

1
月
8
日
（
日
）

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

上
高
瀬
小
学
校
運
動
場

（
雨
天
時
は
三
豊
市
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
）

受
付　

午
後
1
時
30
分
〜

開
式　

午
後
2
時
〜

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
会
場
に
は
保
護
者
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
周
辺
駐
車
場
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
62
・
1
1
1
3

消
防
団
表
彰
や
消
防
操
法
の
あ
と
、
会
場
南
側
の
池
で
消

防
車
と
北
消
防
署
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が
あ
り
ま
す
。

※
雨
天
時
は
操
法
・
一
斉
放
水
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

三
豊
市
消
防
団
出
初
式

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
詫
間
町

新
浜
自
治
会
が
、
自
治
会
館
内
に
エ
ア
コ
ン
3
台
を
整
備
し

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

地
域
医
療
の
あ
り
方
検
討
は
じ
ま
る

11
月
4
日
、
三
豊
市
地
域
医
療
あ
り
方
検
討
委
員
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
医
療
に
お
け
る
公
立
医
療
機
関
（
永
康
病
院
・

西
香
川
病
院
・
財
田
診
療
所
・
志
々
島
診
療
所
）
と
民
間
医
療

機
関
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
中
・
長
期
に
わ
た
り
、
市
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
体
制
を
つ
く
る

た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
。

会
長
に
は
香
川
大
学
医
学
部
付
属
病
院
長
の
千
田
彰
一
氏
が
、

職
務
代
理
者
に
は
三
豊
・
観
音
寺
市
医
師
会
会
長
の
池
田
博
行

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
市
内
医
療
機
関
の
役
割
と
他
市
医
療
機
関
と
の
連

携
の
あ
り
方
や
公
立
医
療
機
関
の
担
う
べ
き
役
割
を
諮
問
。
24

年
3
月
末
ま
で
に
検
討
を
重
ね
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
す
。

〃

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

健
康
福
祉
部
長

副
市
長

財
田
診
療
所
長
同　

事
務
部
長

西
香
川
病
院
長
同　

事
務
長

永
康
病
院
長

三
豊
総
合
病
院
長

同　

副
会
長

三
豊
・
観
音
寺
市
医
師
会
会
長

香
川
県
医
務
国
保
課
長

香
川
県
西
讃
保
健
所
長

香
川
大
学
医
学
部
付
属
病
院
長

所　

属　

等　

香
川　

嘉
宏

今
井　

正
信

森　
　

富
夫

佐
子　

照
雄

新
鞍　
　

誠

守
谷　

高
博

仁
井　

昌
彦

小
野　
　

徹

内
田　

善
仁

白
川　

和
豊

小
野　

好
彦

池
田　

博
行

東
原　

秀
樹

高
橋　

珠
子

千
田　

彰
一

氏　

名

三豊市地域医療あり方検討委員会委員（敬称略）
▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

自
主
防
災
組
織

結
成
に
向
け
て

大
規
模
な
地
震
等
に
よ
る
災
害
か
ら
自
分
自
身
や
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発
生
に

備
え
、
普
段
か
ら
十
分
な
対
策
を
講
じ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
た
び
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、

災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
国
や
県
、
市
の
対
応
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
個
人
や
家
族
の
力
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
毎
日
顔
を

あ
わ
せ
て
い
る
隣
近
所
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動
に
組
織
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。

災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の

組
織
、
こ
れ
が
「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

Ｑ　

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
何
で
す
か
？

Ａ　

災
害
時
に
は
地
域
内
の
応
急
対
策
と
し
て
、
出
火

の
防
止
、
初
期
消
火
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
避
難
誘
導
、

被
災
者
の
救
出
・
救
護
、
応
急
手
当
な
ど
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
る
こ
と
、
次
に
給
食
・
給
水
な
ど
被
災

者
の
当
面
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
効
果
的
に
力
を
発
揮
す
る
た
め
、

平
常
時
に
は
災
害
時
を
想
定
し
た
各
種
防
災
訓
練
や
家

具
の
転
倒
防
止
や
非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検
な
ど
、
予

防
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
73
・
3
0
0
0

式
典
終
了
後
、
町
単

位
で
記
念
撮
影
を
行

い
ま
す
。

日　

時

日　

時

場　

所

場　

所

日本一名誉賞表彰式

防災用簡易トイレを寄贈

ものづくり大賞表彰式

言葉は魔法

/
19

11

/
19

11

/
19

11

/
28

11

平成 23年度三豊市日本一名誉賞表彰式が行われ、さまざ
まな分野で日本一に輝いた方へ、表彰状と記念品が贈られま
した。表彰されたのは次の方です。（敬称略）
石角尚義　第 57回電気のある生活写真賞　最優秀賞
多田真弓　平成 23年「愛育班員の手記」　優秀作　
真鍋秀雄　第 24回全国ラージボール卓球大会　優勝
村上弘記　第23年度全国高等学校総合体育大会（カヌー競技）優勝
香川隆子　第 15回エンジョイなぎなた全国大会　優勝
八代貴裕　第 22回全日本ロボット相撲全国大会　優勝

（株）大貴の代表者が市役所を訪れ、防災用簡易トイレの
贈呈目録を市長に手渡しました。三野町に四国工場がある関
係で、自社製造の段ボール製簡易トイレ 1,000 個を寄贈い
ただきました。簡易トイレは、市内の防災倉庫に備蓄します。

平成 23年度三豊市ものづくり大賞表彰式が行われ、もの
づくりによって産業振興に功績のあった企業と団体を表彰し
ました。
大　賞　株式会社マルモ印刷 「回遊式地球儀／反転式地球儀」
特別賞　東亜機工株式会社 「竹綿シート」
奨励賞　村

むらおこ

興し炭焼会 「猪の忌
き ひ ざ い

避剤」

講師に阿木燿子さんを招き、男女共同参画講演会が行われ
ました。「自分らしく生きるために」をテーマにした講演で
は「言葉は魔法であり『ごめんね』『ありがとう』『愛してる』
は魔法のキーワード」と話されました。
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50 歳代の男性の皆さん　要注意 !!
働
き
盛
り
の
50
歳
代
男
性
は
、
が
ん
検
診
の
受

診
者
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
が
ん
の
発
見

率
（
折
れ
線
の　
　
　
　

部
分
）
が
他
の
年
齢
に

比
べ
て
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

年
に
1
度
は
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

「
も
し
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
・
・
」「
家
族

が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
・
・
」
と
、
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

Ｑ　

認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
1
人
で
の
生
活
は
で
き

な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

誰
も
が
1
人
で
生
活
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
上
手
に
使
う
事
で
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
事
は
可
能
で
す
。

Ｑ　

認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
事
が
何
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
急
に
何
も
か
も
で
き
な

く
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
で
き
な
く
な
っ

た
事
が
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
継
続
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。

Ｑ　

金
銭
の
管
理
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
時
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
「
成
年
後
見
制
度
（
※
1
）」
や
「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
（
※
2
）」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
財
産
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
1
：
判
断
能
力
が
低
下
し
て
き
た
人
の
財
産
管
理
や
契
約
の
支
援

　
　
　

等
を
行
う
制
度

※
2
：
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援

　
　
　

等
を
行
う
制
度

「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
不
安
を
感
じ
た
ら
、
早

め
に
専
門
医
療
機
関
を
受
診
し
た
り
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
課
内
）

　

☎
73
・
3
0
1
7

三
豊
市
国
民
健
康
保
険

粟
島
診
療
所
を
開
設

離
島
の
住
民
が
身
近
で
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
豊
市
国
民
健
康
保
険
粟
島
診
療
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
診
療
は
、
1
月
4
日
（
水
）
か
ら
始
め
ま
す
。

【
診
療
日
と
診
療
時
間
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）】

午後 午前 曜日

15:00

～

17:00

10:30

～

12:30
月

休診 休診 火

15:00

～

17:00

10:30

～

12:30
水

休診
9:00

～

12:00
木

休診
10:30

～

12:30
金

休診 休診 土

休診 休診 日

※
午
後
の
診
療
は
第
1
水
曜
日
と
第
4
月
曜
日
だ
け
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

日　

時　

2
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
午
前
の
部
）

午
後
1
時
〜
3
時
（
午
後
の
部
）

場　

所　

香
川
県
歯
科
医
療
専
門
学
校
（
高
松
市
）

内　

容　

講
演
「
口
腔
が
ん
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
よ

　
　
　
　

 

う
」・
専
門
医
に
よ
る
口
腔
が
ん
検
診

定　

員　

午
前 

75
人
・
午
後 

75
人
（
先
着
順
）

応　

募　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
　
　
　

 

氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〒
7
6
0-

0
0
2
0 

高
松
市
錦
町
2
丁
目
8
番
38
号

（
社
）
香
川
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

☎
0
8
7
（
8
5
1
）
4
9
6
5

F
A
X 

0
8
7
（
8
2
2
）
4
9
4
8

E
メ
ー
ル
：jim

u@
kashi.or.jp

か
ら
だ
の
筋
肉
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

運
動
習
慣
が
な
い
ま
ま
年
を
と
っ
て
い
く
と
、
一
般
的
に
は

年
齢
を
追
う
ご
と
に
、
確
実
に
筋
肉
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。

30
〜
40
代
に
は
年
間
約
2
0
0
ｇ
ず
つ
、
50
代
を
過
ぎ
る

と
約
4
5
0
ｇ
ず
つ
も
筋
肉
が
減
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
筋
肉
が
減
り
基
礎
代
謝
が
下
が
っ
た
分
、
脂
肪
が
増

え
や
す
く
な
り
ま
す
。
寒
い
時
期
も
簡
単
に
で
き
る
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
こ
と
で
筋
肉
は
つ
き
ま
す
。
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

1
日
数
回
、
数
分
で
効
果
は
で
て
き
ま
す
。

【
身
近
に
で
き
る
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
例
】

●
ス
ク
ワ
ッ
ト　

●
大
股
で
歩
く

●
階
段
を
上
る　

●
坂
道
を
登
る

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎
52
・
2
7
2
6

応
募
期
間　

1
月
4
日
（
水
）
〜
2
月
1
日
（
水
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
）

　

※
参
加
者
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
健
康
福
祉
総
務
課  

☎
0
8
7（
8
3
2
）3
2
7
3

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日　

時　

1
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

運
動
療
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
・
腎
臓
病
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
に
〈
生
活
指
導
と
自
己
管
理
〉

【
腎
臓
病
教
室
】

テ
ー
マ

健
康
長
寿
応
援

健
康
長
寿
応
援

（財）香川県総合健診協会より

三
豊
総
合
病
院

1
月
の        

教
室

健

  
 

康康

平和への決意を新たに差別の実態を現地研修

関東ふるさと会第2回総会を開催！宝山湖公園進入看板を寄贈

/
11

11

/
11

11

/
9

11

三豊市戦没者追悼式がマリンウェーブで開催されました。
式典には戦没者の遺族など約 430人が参列して、戦没者の
霊に菊を献花しました。参列者は、謹んで追悼の誠をささげ、
平和への決意を新たにしました。

高三人研ミニフィールドワークに 23人が参加し、岡山県
の「国立療養所長島愛生園」を訪れました。園では、学芸員
の解説を聞きながら歴史館と園内を見学したり、入所者の体
験談を聞き、ハンセン病問題について学びました。

ふるさと会の事業計画にもある「さぬきうどんと親睦の会」
を開催し、会員が手作りした美味しいさぬきうどんをみんな
で味わいながら、ふるさと三豊の絆をさらに強めるべく、懇
親を深めました。

観音寺中央ライオンズクラブの皆さんが市役所を訪れ、宝
山湖進入看板の寄贈目録を市長に手渡しました。看板は、山
本町神田の国道 377 号線砂川交差点に設置。県内外から宝
山湖公園を訪れる人の道しるべとなっています。

/
26

11

口
腔
が
ん
検
診
参
加
者
募
集（
無
料
）

※

※
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▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
課　

☎
62
・
1
1
1
9

▼
問
い
合
わ
せ　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
62
・
1
1
1
5

正
し
く
学
ぶ
こ
と
こ
そ

じ
ん
け
ん
探
訪
21

　

「
正
し
く
知
り
、
よ
り
よ
く
関
わ
り
、
正
し
く
行
動
す
る
こ

と
」
こ
そ
、
人
権
を
大
切
に
し
、
幸
せ
を
感
じ
て
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
街
づ
く
り
の
根
っ
こ
で
す
。

　

「
人
権
教
育
・
同
和
教
育
な
ど
を
す
る
か
ら
、
差
別
が
な
く

な
ら
な
い
ん
だ
」
と
い
う
人
が
い
ま
だ
に
い
ま
す
。　
　
　

　

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
学
習
す
る

た
め
、
子
ど
も
や
保
護
者
は
、
部
落
差
別
を
始
め
と
す
る
差
別

の
問
題
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
認
識
を
し
ま
す
。
教
え
な
け

れ
ば
知
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
も
知
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

た
だ
、
そ
う
や
っ
て
、
正
し
く
学
習
を
積
み
重
ね
て
小
学
校

6
年
生
に
も
な
る
と
「
部
落
差
別
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
「
絶
対
に
許
せ

な
い
」
と
言
い
切
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
三
豊
市
の
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
「
絶
対
に

許
せ
な
い
」
と
言
い
切
れ
る
人
は
、
わ
ず
か
40
％
足
ら
ず
で

す
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
は
と
き
ど
き
人
権
教
育
課
に
聞
き
取
り
学
習
に

来
ま
す
。
そ
の
と
き
に
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
が
差
別
す
る
の

で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

子
ど
も
た
ち
に
予
想
し
て
も
ら
う
と
「
高
齢
者
と
か
大
人
で

は
な
い
か
な
」
と
言
い
ま
す
。
人
権
教
育
が
必
要
な
い
と
い
う

人
の
中
に
も
「
差
別
す
る
高
齢
者
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
世
の

中
か
ら
差
別
は
自
然
に
無
く
な
る
」
と
子
ど
も
た
ち
と
同
様
の

こ
と
を
言
う
人
も
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
市
民
の
意
識
調
査
で
は
、
別
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

「
友
人
や
家
族
が
同
和
問
題
に
対
し
て
差
別
的
な
発
言
を
し

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る

　

子
ど
も
子
育
て
研
究
所
所
長
の
常
田
美
穂

さ
ん
を
招
い
て
、
子
育
ち
・
子
育
て
講
演
会

を
11
月
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
、
個

性
と
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
発
達

・
子
ど
も
が
成
長
す
る
過
程
は
同
じ
だ
が
、
成
長
す
る
ス
ピ
ー

　

ド
は
い
ろ
い
ろ
で
、
そ
れ
が
個
性
！

・
ど
の
子
も
8
〜
9
カ
月
、
1
歳
6
カ
月
、
2
〜
3
歳
、
4

歳
、
7
歳
、
9
〜
10
歳
の
と
き
は
「
つ
ま
ず
き
や
す
い
時

期
」
な
の
で
、
矛
盾
や
葛
藤
を
感
じ
や
す
い
。
こ
の
時
期
、

子
ど
も
は
成
長
す
る
た
め
の
力
を
貯
め
て
い
る
が
、
中
に
は

そ
の
力
を
貯
め
る
の
に
時
間
が
か
か
る
子
ど
も
も
い
る
。

個
性
か
？
障
が
い
か
？

・
発
達
障
が
い
と
は
、
発
達
の
遅
れ
、
機
能
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

さ
に
よ
り
、
社
会
生
活
上
の
困
難
が
あ
る
こ
と
。
社
会
生
活

上
で
困
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
個
性
の
1
つ
。
そ
の
特
徴
が

あ
る
た
め
に
、
本
人
が
困
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
適
切
な

援
助
が
必
要
で
あ
る
。

親
と
子
の
時
間
、
子
育
て
を
楽
し
も
う
！

・
子
ど
も
も
親
も
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
大
事
。

・
子
ど
も
を
叱
っ
て
上
手
く
い
く
の
は
1
回
限
り
。
叱
っ
て
子

ど
も
に
何
か
を
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
叱
る
理
由
は

何
か
？
を
大
人
が
考
え
て
み
る
。

・
子
育
て
は
1
人
で
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
大
人
が
チ
ー

　

ム
と
な
り
、
お
互
い
に
役
割
を
代
わ
り
合
っ
て
、『
チ
ー
ム

　

で
子
育
て
』
を
す
る
。

　

一
生
涯
の
中
で
子
育
て
の
時
期
は
短
い
の
で
、
子
ど
も
の
視

点
や
発
想
を
味
わ
い
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
き
に
ど
う
し
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
「
考
え
方
を
正
す
よ
う
努
力
す
る
」
と
答
え
た

の
は
、
第
1
位
が
80
歳
以
上
、
第
2
位
が
70
歳
代

な
の
で
す
。
高
齢
者
が
差
別
す
る
と
い
う
の
は
、

世
間
の
間
違
っ
た
常
識
の
よ
う
で
す
。

　

差
別
を
す
る
の
は
、
年
齢
に
関
係
な
い
の
で

す
。
正
し
く
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん

ど
が
「
部
落
差
別
は
許
せ
な
い
」
と
答
え
た
こ
と

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
差
別
す
る
人
し
な
い
人

の
違
い
は
、
正
し
く
学
習
し
て
い
る
か
そ
う
で
な

い
か
の
違
い
で
す
。

　

今
、
三
豊
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
す
べ
て
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
「
正
し
く
知
り
、
よ
り
よ
く
関
わ

り
、
正
し
く
行
動
す
る
こ
と
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。

募集人員
受講資格

会　　場

受 講 料
申し込み期間
受 講 後

少年相談コーナー

☎62・1116
気軽に相談を！

しん　こ　きゅう

「心子救」

　

今
月
は
、
三
豊
市
青
少
年
健
全

育
成
市
民
会
議
が
募
集
し
た
平
成

23
年
度
「
家
族
ふ
れ
あ
い
・
あ
い

さ
つ
運
動
」
の
優
秀
作
品
を
掲
載

し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

お
は
よ
う
で　

心
も
通
う　

通
学
路

松
崎
小
学
校
4
年　

田
尾　
　

歩

【
優 

秀 

賞
】

　

あ
り
が
と
う　

ほ
っ
こ
り
こ
こ
ろ
が　

ま
る
く
な
る

財
田
上
小
学
校
1
年　

多
田　

亜
矢

　

お
母
さ
ん　

今
日
も
聞
い
て
ね　

私
の
話

曽
保
小
学
校
6
年　

江
戸　

摩
耶

中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

あ
い
さ
つ
を　

思
い
を
伝
え
る　

架
け
橋
に

三
豊
中
学
校
3
年　

安
野　

文
乃

【
優 

秀 

賞
】

　

笑
顔
の
輪　

あ
い
さ
つ
す
る
ほ
ど　

広
が
る
ね

和
光
中
学
校
1
年　

川
崎　
　

光

　

お
は
よ
う
と　

先
に
大
き
く　

元
気
な
声
で

豊
中
中
学
校
2
年　

樋
口　

み
さ

【
最
優
秀
賞
】

▲詫間中学校1年　小野はるか ▲比地小学校1年  中下　皓晴

▲吉津小学校5年　山本和果奈

標　

語

絵　

画

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73－3016▼

「第2回 学童保育ボランティア指導者養成研修」
～四国学院大学で学生と一緒に受講してみませんか～

　子どもの心や体、遊びや安全について学び、市内各小学校区で実施している放課後児童クラブで、振替休日
などに地域の子どもたちと一緒に活動してみませんか。
　市内各地域で遊びの体験を通じ、子どもたちの健康づくりの担い手となるシニアボランティア指導者の育成
を図り、子どもたちとの世代間交流の場づくりを進めるための指導者養成研修を開催します。
　本研修は、四国学院大学と市の連携協力事業の一環として行い、同大学の協力のもと、キャンパス内の施設
を利用して実施します。

30人（先着順）
市内在住のおおむね50歳以上の健康な人
全講座の受講が可能な人
四国学院大学
※市役所本庁舎からバスで送迎します
無料
1月10日（火）～20日（金）
公営で実施している市内19カ所の放課後児童クラブにて、
学校振替休日などに保育のご協力をお願いします。

▲四国学院大学のキャンパス

日程およびカリキュラム

日　　時
①
②
③
④
⑤

基礎から学ぶ発達障がい
リスクマネジメント実習
発育発達期の身体的特徴・遊び実践実習Ⅰ
遊び（スポーツ）の意義と効用・遊び実践実習Ⅱ
現代教育事情・特別支援教育の理念と現状、課題

2月　2日（木）
　6日（月）
23日（木）
27日（月）

3月　1日（木）

10：00～12：15
9：30～12：15
9：30～12：15
9：30～12：15
10：00～12：15

内　　容

○講師　四国学院大学総合教育研究センター　教授　末澤　　清　　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　清水　　幸一　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教　宮橋　小百合　氏

受講生
募集

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　
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し
か
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　今が旬の三豊産の野菜や果物を使った
料理のレシピを紹介しています。
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国際理解講座「世界の料理教室」国際理解講座「世界の料理教室」
～世界の「おいしい！」が大集合！さまざまな国の伝統料理を外国人講師と一緒に作ってみませんか？ 
その国の言語や文化も一緒に学べます！～

問い合わせ　農業振興課　☎73ー3040

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎56ー5121（火曜・祝日休館）http://www.mitoyo.org/

紅白なます
材料（4人分）
ダイコン・・・
金時ニンジン・
いりごま・・・
砂糖・・・・・
酢・・・・・・
薄口しょうゆ・
食塩・・・・・

360g
20ｇ
小さじ2
大さじ2
大さじ1.5
小さじ1
少々

作り方
①ダイコンと金時ニンジンは、
　千切りにして塩をふっておく。
②調味料Ⓐを合わせ、①の水気
　を絞り、いりごまを加えてあ
　える。

　　　　　　　講師：楊　笛（中国出身）

中国では春節（旧正月）に、家族そろって水餃子を食べます。中国陝西省
出身の講師と一緒に、本場中国の水餃子作りにチャレンジしましょう！

黒豆
材料（4人分）
黒豆・・・・・
砂糖・・・・・
しょうゆ・・・
塩・・・・・・

60g
大さじ2
小さじ1/2
少々

30g
大さじ1
少々
小さじ1
小さじ1作り方

①黒豆は前日に水につけておく。
②たっぷりの水で黒豆を煮る。
③黒豆がやわらかくなったら、
　調味料Ⓑを入れる。
④じっくり煮含めて出来上がり。

田作り
材料（4人分）
ごまめ・・・・・・・
黒砂糖・・・・・・・
しょうゆ・・・・・・
酒、サラダ油・・・・
いりごま・・・・・・

作り方
①ごまめはフライパンで炒る。
②鍋に調味料Ⓒを入れて沸かす。
③②の鍋に①を入れてからめ、
　いりごまをふる。

食べて菜、学校給食に登場！17

問い合わせ　学校給食課　☎62ー1114

　「食べて菜」は「さぬき菜」を母親に「小松菜」を父
親に交配して作られた野菜です。食べて菜は、外見上は
小松菜とよく似ており、ゆがいてもシャキシャキした食
感があります。去年も学校給食で登場し、好評でした。
今年も、市内のほとんどの幼稚園、小学校、中学校の給
食で11月から登場しています。
　豊中町の白川弘幸さんの畑では学校給食用の食べて菜
が作られています。11月15日には、本山小学校4年生の
教室で白川さんを招いて給食交流が開かれました。
　この日の給食は「食べて菜のごま和え」でした。白川
さんは、畑で作っている食べて菜や小松菜などの葉物野
菜を持ってきて「食べて菜はどれでしょうか」と聞くと

子どもたちは元気よく答えていました。また「種を植え
てから3日で芽が出て約30日で大きくなり、寒くなると
甘味が出てきます」という成長過程の話も、興味深く聞
いていました。
　食べて菜は、小松菜に比べて苦味が少なく、子どもた
ちは「おいしい」と残さずに食べました。
　去年までは試験栽培
で作られていました
が、今年からは種の販
売が始まり、本格的に
農家で作られていま
す。

▲子どもたちと給食交流をする白川さん
▲大人気のチェさんのキムチ作りは２月に追加開催

今年も、まめ
に動いてがん
ばるぞ！

大豆おやじ

紅白なます

黒豆・田作り

午前10時～午後 1時

豊中町保健センター 

（１クラス）一　般：700円　
　　　　　　会　員：500円
※会員登録は随時受け付けています。

各クラスとも 50人（先着順）

エプロン　

1月 4日（水）～

時 　 間

場 　 所

材 料 費

定 　 員

準 備 物

申し込み期間

1/22（日）「中国　春節★水餃子」

1/29（日）「韓国　ビビンバ」

2/　5（日）「アイルランド　アイリッシュ・シチュー」

2/12（日）「スペイン　パエリア」

2/19（日）「アメリカ　アメリカ風タコスサラダ」

1/22（日）「中国　春節★水餃子

　　　　　　　講師：チェ・ヨンジン（韓国出身）
韓国語でビビンバとは『混ぜご飯』という意味です。
日本でもすっかり定着したヘルシーメニューのビビンバ。韓国出身の講師
と一緒に家庭でも簡単に出来るビビンバ作りに挑戦してみませんか？

1/29（日）「韓国　ビビンバ」

　　　　　　　講師：ギャレス・コフン（イギリス出身）
アイルランドの伝統家庭料理、羊肉と野菜を煮込んだシチューと焼きたて
パン。家庭でも簡単に作れるアイルランドのシチューの調理方法を英語と
日本語を使ってご紹介します。

2/　5（日）「アイルランド　アイリッシュ・シチュー」

　　　　　　　講師：ナチョ・ブラスコ（スペイン出身）

スペインを代表する世界的人気料理の一つ「パエリア」作りに参加しませ
んか？スペイン出身の講師がスペインの文化も併せて一緒にご紹介します。

2/12（日）「スペイン　パエリア」

　　　　　　　講師：ジュリア・メイス＆ケイラ・アルバラード（アメリカ出身）
タコスとは、もともとメキシコを代表する料理ですが、現在ではアメリカ
でもとても人気があります。アメリカ出身の講師が本場メキシコとはちょ
っと違う「アメリカ風タコスサラダ」を英語を使ってご紹介します！

2/19（日）「アメリカ　アメリカ風タコスサラダ」

Ⓐ

Ⓑ Ⓒ

参加者募集！
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☆納期限内に納めましょう。
　■督促手数料■
　地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は｢納期
　限後20日以内に督促状を発しなければならない」ことに
　なっています。市では、このことを受けて督促状を発送し、
　条例により督促手数料を徴収することと定めています。
☆市税等の納付は便利な口座振替をご利用ください。

　アライグマ等は鳥獣保護法により狩猟免許者、防除
従事者講習会修了者でないと捕獲することができませ
ん。自衛のために、講
習会へお申し込みくだ
さい。受講料は無料で
す。

　　　　1月29日 （日）
　　　　午後1時～5時
　　　　高瀬町農村環境改善センター
　　　　20歳以上の県内在住者
　　　　100人（申し込み順）
　　　　防除従事者になるための必要な知識の取得
　　　　　　1月20日（金）

塩江の竜王山から昇る荘厳な初日の出が拝める朝日山。
2012年の初日の出は、ぜひ朝日山で！　
　　　　1月1日（元日）～2日（月）
　　　　※元日の日の出は7時10分頃
　　　　朝日山森林公園

・初がゆ初がゆ、あめ湯の接待（元日の午前中まで）あめ湯の接待（元日の午前中まで）
・お楽しみ福引（元日午前０時～）お楽しみ福引（元日午前０時～）
・高瀬子ども太鼓「童響」初打ち高瀬子ども太鼓「童響」初打ち
　（元日の日の出とともに元日の日の出とともに）
・琴の演奏琴の演奏
　（　（2日午前日午前1010時～午後時～午後2時）時）
・焼き芋、焼き芋、青果物の販売青果物の販売
・五重塔、五重塔、大師堂一般公開大師堂一般公開

・初がゆ、あめ湯の接待（元日の午前中まで）
・お楽しみ福引（元日午前０時～）
・高瀬子ども太鼓「童響」初打ち
　（元日の日の出とともに）
・琴の演奏
　（2日午前10時～午後2時）
・焼き芋、青果物の販売
・五重塔、大師堂一般公開

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼申し込み・問い合わせ　農業振興課　☎73－3040▼問い合わせ　三豊市観光協会　☎56－9121▼

税務課からのお知らせアライグマ防除従事者養成講習会の開催朝日山森林公園新春祭
市　　　県　　　民　　　税（第4期分）
国 民 健 康 保 険 税 普 通 徴 収（第7期分）
介 護 保 険 料 普 通 徴 収（　〃　）
後期高齢者医療保険料普通徴収（　〃　）
　　　　　　　　　　　　　の納付月です。

1月31日（火）
口座振替日 および 納期限

1月は

日　時

場　所
内　容

日　時

場　所

対　象

内　容

定　員

申し込み期限
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■
日　

時　

1
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場　

所

ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊

■
内　

容

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
本
の
読
み

　

聞
か
せ
、
育
児
相
談
、
子
育
て
支
援

　

紹
介
、
音
楽
あ
そ
び
、
パ
ト
カ
ー
や

　

白
バ
イ
の
展
示
・
体
験
乗
車
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課　

☎
73
・
3
0
1
6

三
豊
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63
・
1
0
1
4

　■
日　

時

2
月
19
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
場　

所

　

イ
ン
パ
ル
み
の

■
内　

容

　

石
釜
で
焼
く
パ
ン
づ
く
り
体
験

■
対
象
年
齢

25
歳
〜
45
歳

（
男
性
は
市
内
在
住
も
し
く
は
市
内

勤
務
の
人
に
限
り
ま
す
）

■
参
加
料

男
性　

3,
0
0
0
円　

女
性　

2,
0
0
0
円

■
募
集
期
間　

1
月
4
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ

三
豊
市
商
工
会
青
年
部

ま
ち
恋
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
0
8
0
（
3
1
6
4
）
2
7
5
9

☎
72
・
5
7
2
9〔
商
工
会
高
瀬
支
所
〕

■
日　

時

1
月
23
日
（
月
）
午
後
1
時
か
ら

　
　

31
日
（
火
）
午
後
３
時
ま
で

■
場　

所

三
豊
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局

行
政
相
談
課

☎
0
8
7
（
8
3
1
）
3
1
0
3

　

交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
被
疑

者
を
起
訴
（
裁
判
に
か
け
る
こ
と
）
し

て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
0
8
7
7
（
2
3
）
5
2
8
1

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対　

象

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月

16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年

6
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

人
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
。

■
請
求
受
付
期
限

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

※
請
求
受
付
期
間
内
に
請
求
を
し
な
か

　

っ
た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
事
業
部

☎
0
5
7
0
（
0
5
9
）
2
0
4

〔
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〕

☎
0
3
（
5
8
6
0
）
2
7
4
8

■
日　

程

　

【
バ
ラ
】　

1
月
22
日
（
日
）

　

【
松
】　
　

2
月
12
日
（
日
）

■
時　

間

Ⓐ
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

Ⓑ
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
定　

員

【
バ
ラ
】
各
組
20
人

【
松
】　

各
組
15
人

■
場　

所

坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

■
申
し
込
み
方
法

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
電
話
は
不
可
）

で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
Ⓐ
Ⓑ
い
ず
れ
か
の
希
望
を

明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
限

【
バ
ラ
】
1
月
13
日
（
金
）

【
松
】　

2
月
3
日
（
金
）

※
松
の
受
付
は
1
月
14
日（
土
）か
ら

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

坂
出
市
番
の
州
公
園
5
番
地

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
0
8
7
7
（
4
5
）
6
8
2
0

F
A
X
0
8
7
7
（
4
3
）
5
2
1
3

■
日　

時

2
月
12
日
（
日
）

■
場　

所

三
豊
市
総
合
体
育
館
（
高
瀬
町
）

■
参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
勤
務
・
通
学
ま
た
は

市
内
の
卓
球
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
人

■
種　

目

・
硬
式
の
部
（
年
齢
制
限
な
し
）

　

個
人
戦

・
ラ
ー
ジ
の
部
（
原
則
50
歳
以
上
）

　

個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
戦

■
参
加
料

1
人　

2
0
0
円

■
申
し
込
み
期
限

1
月
31
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
62
・
1
1
1
3

■
日　

時

2
月
5
日
（
日
）

午
前
10
時
25
分
〜
午
後
1
時
40
分

※
コ
ー
ス
上
は
、
車
両
も
歩
行
者
も
横

　

断
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
援
に
お
越
し
の
人
は
公
共
交
通
機

　

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
組
織
委
員
会
事
務
局

☎
0
8
7
7
（
2
4
）
6
2
7
4

地
元
恋
愛
応
援
企
画

み
と
よ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

「
ま
ち
恋
」
第
六
章

行
政
相
談
委
員
制
度
50
周
年
記
念

パ
ネ
ル
展

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

三
豊
市
長
杯
卓
球
大
会

（
個
人
戦
の
部
）
参
加
者
募
集

バ
ラ
と
松
の
冬
期
剪
定
講
習
会

三
観
こ
ど
も
ま
つ
り

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）

社会福祉協議会へ

マリンウェーブ　☎56－5111▼ （11月受付分）月受付分）心温まる贈りもの

三豊市の人口 平成23平成23年12月12月1日現在日現在
（　）（　）内は前月比内は前月比

マリンウェーブ情報

※平成22年10月1日現在で実施された国勢調査の確定値を基に推計しています。

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

（
第
66
回
香
川
丸
亀

　
　

国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
）

世帯数 世帯（+21）22,943 総人口 （－11）人67,815

第6回 三豊市長杯ゴルフ大会
（10月25日・詫間カントリークラブ）
優　勝　横江　泰司（高瀬町）
準優勝　篠原　正幸（　〃　）
第３位　佐藤　昭一（三野町）

第6回 三豊市長杯
争奪6人制バレーボール大会
（10月30日・三野町体育センター）
【男子39歳以下の部】
優　勝　豊中体協
準優勝　三野体協
第３位　川上チーム
【男子40歳以上の部】
優　勝　詫間体協
準優勝　三野体協
第３位　高瀬体協
【一般女子の部】
優　勝　三野体協
準優勝　高瀬体協
第３位　詫間体協・財田チーム

第6回 三豊市長杯
争奪ソフトボール大会

（11月3日・山本町河川敷運動公園）
優　勝　八幡アンヤーズ（豊中町）
準優勝　ＳＮＤ（財田町）
第３位　エイリアンズ（高瀬町）

2月5日（日）
午後7時開演

一般500円　
学生100円

桂こけ枝　日向家ひかる (中1)　池田家大吉 (小6)

日 時

1月25日（水）
午後7時開演

一般500円　
学生100円

津軽三味線：堀尾泰磨･筒井茂広　民謡：山本幸恵

日 時

料 金

出 演

料 金

出 演

津軽の響き

寄席～桂こけ枝と子ども落語～

市長杯大会結果
（敬称略）

問い合わせ　三豊市観光協会　☎56－9121▼ 問い合わせ　宗吉かわらの里展示館　☎56－2301▼

　　　　1月4日（水）～2月29日（水）
　　　　午前9時～午後5時　　※月曜休館
　　　　宗吉かわらの里展示館
　　　　平成23年に発掘した吉吾古墳と宮山窯跡の
　　　　紹介・出土遺物の展示
　　　　15～64歳まで100円 それ以外は無料

優秀賞（4点）
石川善弘（仁尾町）臼井　哲（高瀬町）米谷香代子（高瀬町）
横山　彰（観音寺市）
佳　作（10点）
石角尚義（三野町）臼井　哲（高瀬町）谷　邦男（財田町）
藤原三江子（豊中町）岡部　清（観音寺市）斉藤延子（観音
寺市）松本憲知（丸亀市）松本省五（さぬき市）2点
柳生利博（愛媛県）　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
※入賞作品はマリンウェーブロビーに展示しています。

市内発掘速報展三豊の魅力さがし写真コンテスト(夏の部)

日　時

展示内容

入館料

場　所

最優秀賞（1点）
「ホタル狩り」
山田和範（観音寺市）

　今冬は、四国管内でも電力不足が懸念され
ています。暖房中の室温を適切に調整する等
の省エネルギー対策を実践しましょう。

＜四国経済産業局＞

節電へのご協力をお願いします節電へのご協力をお願いします節電へのご協力をお願いします

環境キャラクター
「エコくん。」

家庭の省エネ大辞典

節電.go.jp

検索

検索

▲宮山窯跡出土遺物

通行可能区間 大会コース規制区間
国道11号、県道33号線（県立丸亀競技場～坂出市元町）

飯野山▲飯野山▲

坂出坂出北I北IC

飯野山▲
善通寺府中線善通寺府中線善通寺府中線

坂出JCT坂出JCT坂出JCT

坂出I出IC坂出IC

至高松至高松至高松
善通寺卍善通寺卍善通寺卍

海
岸
寺
卍

海
岸
寺
卍

海
岸
寺
卍

海
岸
寺
駅

海
岸
寺
駅

海
岸
寺
駅

桃
陵
公
園

桃
陵
公
園

桃
陵
公
園

鳥坂I坂IC鳥坂IC

さぬきさぬき
浜街道浜街道
さぬき
浜街道

多
度
津
駅

多
度
津
駅

多
度
津
駅

丸
亀
駅

丸
亀
駅

丸
亀
駅

宇
多
津
駅

宇
多
津
駅

宇
多
津
駅

善通寺綾歌線善通寺綾歌線善通寺綾歌線

丸亀城丸亀城丸亀城

坂出北IC

坂
出
駅

坂
出
駅

坂
出
駅

善通善通寺I寺IC善通寺IC

善通寺駅善通寺駅善通寺駅

11

金蔵寺駅金蔵寺駅金蔵寺駅 高松自
動車道

高松自
動車道

高松自
動車道

審
査
結
果
発
表

仁尾中学校・曽保小学校・曽保幼稚園へ

山本町
高瀬町
豊中町
三野町
財田町
三野町

仁尾町

三好　良文
佐野　貴志
粂橋　　徹
加藤　良子
行成　雄介
塩田　敦支

吉田　好文

山本町
詫間町
三野町
詫間町
愛媛県
詫間町

白川　勝仁
髙橋ヨシコ
加賀宇由基
白井　正速
宮﨑　文子
松崎茶道クラブ
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『音楽を通して，豊かな心となかまづくり』

比 地 小 学 校
電車に乗って秋の遠足

財 田 幼 稚 園

　

比
地
小
学
校
は
、
全
校
生
1
8
7
人
が
力

を
合
わ
せ
て
『
元
気
な
あ
い
さ
つ
や
返
事
、

歌
声
の
響
き
合
う
比
地
小
学
校
』
を
め
ざ
し
、

毎
日
元
気
に
、
な
か
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
音
楽
活
動
に
力
を
入
れ
『
音

楽
大
好
き
・
比
地
っ
子
』
を
合
言
葉
に
、
音

楽
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
集
会
や
親
子

ふ
れ
あ
い
音
楽
活
動
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に

も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
音
楽
集
会
で
は
、
先

輩
が
作
っ
た
比
地
小
な
か
よ
し
ソ
ン
グ
「
と

も
だ
ち
の
わ
」
や
今
月
の
歌
な
ど
を
、
全
校

生
が
心
を
ひ
と
つ
に
、
笑
顔
で
楽
し
く
歌
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
1
日
の
県
音
楽
発

表
会
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
た
ん
た
た
星
と
比
地
っ
子
た
ち
」
を
力
い

っ
ぱ
い
表
現
し
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
か
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
や
り
遂

げ
た
満
足
感
が
、
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
音
楽
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
を
育
て
、
な
か
ま
を
大
切
に
、
な
か
ま
と

と
も
に
表
現
す
る
喜
び
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

財
田
幼
稚
園
の
4
・
5
歳
児
は
、
毎
年
電

車
に
乗
っ
て
秋
の
遠
足
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
善
通
寺
に
行
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は

な
か
な
か
電
車
に
乗
る
こ
と
の
な
い
子
ど
も

た
ち
。
何
日
も
前
か
ら
、
お
や
つ
を
自
分
で

袋
に
詰
め
た
り
、
約
束
を
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
讃
岐
財
田
駅
に
集
ま
り
、
4
歳
児

と
5
歳
児
が
ペ
ア
に
な
り
手
を
つ
な
い
で
電

車
に
乗
っ
て
善
通
寺
へ
。
最
初
に
行
っ
た
自

衛
隊
で
は
、
音
楽
隊
の
演
奏
を
聞
い
て
心
も

体
も
弾
む
ひ
と
時
で
し
た
。

　

総
本
山
善
通
寺
で
は
、
お
さ
い
銭
を
投
げ

入
れ
「
友
達
と
元
気
に
遊
べ
ま
す
よ
う
に
」

「
好
き
嫌
い
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」
な

ど
願
い
を
込
め
て
お
参
り
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
五
重
の
塔
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
待
ち
に

待
っ
た
お
弁
当
。
お
家
の
人
が
心
を
込
め
て

作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
は
格
別
お
い
し
か
っ

た
よ
う
で
、
ど
の
子
も
残
さ
ず
ピ
ッ
カ
ピ
カ

に
食
べ
ま
し
た
。

　

迎
え
に
来
た
お
家
の
人
に
「
電
車
に
乗
っ

て
、
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
満
面
の
笑
み
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
、
ウ
キ
ウ
キ
、

心
動
か
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。 ▲みんな大好き音楽集会▲讃岐財田駅から電車に乗って出発

知的財産・技術相談会
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）

商工観光課　☎73－3042

日　程 時　間 場　所
9：30～15：00 豊中町保健センター10日（火）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

休日当番医 歯科

日　程 時　間 場　所

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター
25日（水）
26日（木）
27日（金）

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）
就農相談 三豊市担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程 時　間 場　所
10:00～11:30 ふれあいプラザにお10日（火）

職業相談 ふれあいプラザにお　☎82－2607

総務課　☎73－3000または各支所行政相談
日　程 時　間 場　所

10:00～15:00
13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00
13:00～15:00
13:15～16:00

 4日（水）

10日（火）

16日（月）

豊中町保健センター
三野町社会福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
仁尾庁舎
山本庁舎
財田庁舎

1月
Jan

乳幼児健診 子育て支援課　☎73－3016

豊中
三野
豊中
三野
豊中
三野

17日（火）
24日（火）
5日（木）
12日（木）
19日（木）
26日（木）

13:30～13:50

※場所日　程 受付時間対　象
4・10カ月児健診

（平成23年9月生まれ）
（平成23年3月生まれ）

3歳児健診
（平成20年6月生まれ）

1歳6カ月児健診
（平成22年6月生まれ）

◎乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  
　ぜひ、この機会に受けましょう。

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：30

日　程 場　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 5日（木）
12日（木）
19日（木）
17日（火）

休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

嶋田内科医院
辻整形外科医院
そがわ医院
森内科医院
大西医院
香川井下病院
今川内科医院
松井病院
細川病院
宮崎内科医院
安藤内科医院
石川医院
岩崎病院
今滝医院
森クリニック
中央クリニック
藤田脳神経外科医院
たしろ医院

1日（日）

2日（月）

3日（火）

8日（日）

9日（月）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

2月5日（日）

三野町
観音寺市
豊中町
観音寺市
山本町
観音寺市
豊中町
観音寺市
詫間町
観音寺市
高瀬町
観音寺市
詫間町
観音寺市
三野町
観音寺市
高瀬町
観音寺市

73－5178
57－1100
62－2357
25－7363
63－2081
52－2215
62－2052
23－2111
83－2211
25－1280
72－5018
54－5511
83－6011
27－6218
72－1567
25－0755
72－1135
25－8413

日　程 時　間 場　所

9：30～11：00

 5日（木）
11日（水）
13日（金）
16日（月）
17日（火）
19日（木）
25日（水）

詫間福祉センター
山本町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
高瀬町公民館

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション
日　程 時　間 場　所

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
10:00～11:30

5日（木）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

20日（金）
24日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
三野町保健センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
市民交流センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター
山本町保健センター

日　程 時　間 場　所

13:30～15:00

 10日（火）
11日（水）
17日（火）
20日（金）
24日（火）
25日（水）
27日（金）

財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
三野町保健センター
仁尾庁舎
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

日　程 時　間 場　所

10：00～11：00

10日（火）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
18日（水）
19日（木）
25日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

子育て支援課　☎73－3016児童相談

13：30～15：00
日　程 時　間 ※場　所

豊中24日（火）
◎県の専門員が相談に応じます。
◎希望者は前日までに電話でお申し込みください。
※場所　豊中…豊中町保健センター
　　　　三野…三野町保健センター
　　　　豊中支援セ…豊中地域子育て支援センター
　　　　高瀬支援セ…高瀬地域子育て支援センター

高瀬
支援セ

2月6日
（月） 10:00～

※場所日　程 時　間対　象
楽しい歯みがき教室 子育て支援課　☎73－3016

10カ月～3歳（市内在住）の
子どもと保護者 ※申込不要
◎持参物　歯ブラシ、コップ

豊中11日（水）10：15～10：30

※場所日　程 受付時間対　象
1歳未満児を持つ家族
（希望者は1/4までに電話でお申し
込みください）　　　※託児あり

離乳食講習会 子育て支援課　☎73－3016

豊中
支援セ30日（月）

※場所日　程 時　間対　象
ツインズの会 子育て支援課　☎73－3016

双子・三つ子を妊娠、育児中の人
（希望者は23日までに
　電話でお申し込みください）

13:30～15:30

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10:00～11:30
13:00～15:00
10:00～11:30

日　程 場　所時　間
山本町老人ふれあいプラザ
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター　

 6日（金）
23日（月）
2月3日（金）

人権相談 人権課　☎73－3008または各支所
日　程 時　間 場　所

10：00～15：00

豊中町保健センター
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
三野町社会福祉センター

4日（水）
10日（火）
11日（水）
18日（水）

農事相談 農業委員会　 73－3046
日　程 時　間 場　所

13：30～16：00

山本庁舎
三野庁舎
豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター

4日（水）
5日（木）
6日（金）
10日（火）

※　　　は管理栄養士による栄養相談もあります（要予約）

日　程 医療機関名 電話番号市町名
ごうだ歯科医院
森川歯科医院
あらき歯科クリニック
うすき歯科医院
かもだ歯科医院

8日（日）
15日（日）
22日（日）
29日（日）
2月5日（日）

観音寺市
山本町
観音寺市
観音寺市
観音寺市

27－8199
63－2968
23－4182
52－6150
23－3020
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　子どもの頃から凧が大好きだった仲間が意気投合して立ち
上がった「うらしまの里凧の会」。約10年前からは子どもた
ちに昔の遊びを伝えたいと本格的に活動を始めました。日ご
ろは日本の北から南まで、凧とともに飛び回り、凧あげ大会
に参加。人の交流や凧作りの技術の向上に励んでいます。
「自分で作ることの喜びや外での遊びを通して、子どもたち
だけでなく、大人にも凧のよさを知ってもらいたい。イベン
トや行事があれば声をかけてください。」と代表の谷口文芳
さん。凧を通して市内の交流の輪が広がることを願います。

～絵馬に込められた思い～

＜生涯学習課＞

　初詣の時、皆さんは絵馬にどんな願いをこめます
か？
　絵馬には、10～30cmほどの小さなものから、
150cmを超える大きなものまであります。小さな
絵馬は、7世紀中ごろの都「難波宮」（大阪府）から
出土したものが最古とされ、大きな絵馬は16世紀ご
ろから描かれるようになったといわれています。
　詫間町大浜にある船越八幡神社の鳥居をくぐると、
絵馬堂があります。ここにある絵馬は、平成5年、
市指定有形民俗文化財に指定されました。絵馬はす
べて大型のもので、歌舞伎を描いたものを中心に、
船絵馬や合戦の絵馬、戦勝祈願の絵馬など、さまざ
まな種類のものがみられます。絵馬の年代は江戸時
代から現代までと幅広く、最も古いものは江戸時代
中期（寛保3年）の絵馬で、これは県内最古のとて
も貴重なものです。
　船絵馬は、航海の安全祈願や、航海から無事に帰還した際の感謝の気持ちをこめて奉納されたものです。写
真の絵馬は、粟島の有力な廻船問屋（荷主と船主を仲介し、積荷の管理を行う問屋）であった伊勢屋の船だと
いわれています。中心に大きく立派な船があり、乗組員や船の構造など細かい部分もしっかりと描かれており、
当時の様子が鮮明に再現されています。このほか、網元が大漁を祝って奉納した絵馬もあります。
　船越八幡神社では絵馬堂のほかに、拝殿の中にも絵馬が飾られています。大きな絵馬が並ぶさまは圧巻であ
り、当時の人々の思いを感じ取ることができます。新年の初詣では、自分の絵馬に願いをこめるとともに、昔
の人々の思いがこめられた絵馬もご覧になってみてはいかがでしょうか。

船越八幡神社奉納絵馬

▲県内最古級の絵馬

▲江戸時代の船絵馬

ふなこし はちまんじんじゃ ほうのう　え　ま
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